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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている、前記装置の
第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れるという表示を他
の装置に提供し、
　前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れると
いう表示を前記他の装置に提供した後、前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の
時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第１の電力セーブ
モードに入れ、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、前記他の装
置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインターフェースを使用するという
表示を前記他の装置に提供するために前記他の装置と通信し、
　前記他の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第
１の電力セーブモードから出すように構成されている処理システムを具備し、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供する装置。
【請求項２】
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　前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前記第２のワ
イヤレスインターフェースは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられ
ている請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記処理システムは、信号受信の品質の潜在的な改善の表示を受信するために、前記第
２のワイヤレスインターフェースを使用するようにさらに構成されている請求項１記載の
装置。
【請求項４】
　前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースが前記第１の電力セーブ
モードにある間、電力をセーブするために、前記第２のワイヤレスインターフェースを周
期的に第２の電力セーブモードに入れるようにさらに構成されている請求項１記載の装置
。
【請求項５】
　前記処理システムは、前記他の装置との、インバンド通信とアウトバンド通信とのうち
のいずれか１つをサポートするようにさらに構成されている請求項１記載の装置。
【請求項６】
　前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品
質に基づいて、前記第１の電力セーブモードに入れるようにさらに構成されている請求項
１記載の装置。
【請求項７】
　前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品
質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質を
推定するようにさらに構成されている請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信
の品質の変化を決定することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通して
の前記信号受信の品質を推定するようにさらに構成されている請求項７記載の装置。
【請求項９】
　前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準信号を前記
他の装置と交換することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前
記信号受信の品質を推定するようにさらに構成されている請求項７記載の装置。
【請求項１０】
　前記処理システムは、
　前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づいて、前記第
１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質を推定し、
　前記推定した信号受信の品質に基づいて、前記第１の電力セーブモードから出すように
構成されている請求項１記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れることは
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすることを含み、前記第１の電力セーブ
モードから出すことは前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることを含む請
求項１記載の装置。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信装置のための方法において、
　前記ワイヤレス通信装置が、第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように
構成されている、前記ワイヤレス通信装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１
の電力セーブモードに入れるという表示を他の装置に提供することと、
　前記ワイヤレス通信装置が、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の
電力セーブモードに入れるという表示を前記他の装置に提供した後、前記第１のワイヤレ
スインターフェースの休止の時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェー
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スを、前記第１の電力セーブモードに入れることと、
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッ
ジエリア内での通信をサポートするように構成されている第２のワイヤレスインターフェ
ースを使用して、前記他の装置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインタ
ーフェースを使用するという表示を前記他の装置に提供するために前記他の装置と通信す
ることと、
　前記ワイヤレス通信装置が、前記他の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレス
インターフェースを、前記第１の電力セーブモードから出すこととを含み、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供する方法。
【請求項１３】
　前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前記第２のワ
イヤレスインターフェースは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられ
ている請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記ワイヤレス通信装置が、信号受信の品質の潜在的な改善の表示を受信するために、
前記第２のワイヤレスインターフェースを使用することをさらに含む請求項１２記載の方
法。
【請求項１５】
　前記第１のワイヤレスインターフェースが前記第１の電力セーブモードにある間、前記
ワイヤレス通信装置が、電力をセーブするために、前記第２のワイヤレスインターフェー
スを周期的に第２の電力セーブモードに入れることをさらに含む請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記他の装置との、インバンド通信とアウトバンド通信と
のうちのいずれか１つをサポートすることをさらに含む請求項１２記載の方法。
【請求項１７】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受
信の品質に基づいて、前記第１の電力セーブモードに入れる請求項１２記載の方法。
【請求項１８】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受
信の品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の
品質を推定することをさらに含む請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前記信
号受信の品質の変化を決定することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを
通しての前記信号受信の品質を推定する請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準信号
を前記他の装置と交換することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通し
ての前記信号受信の品質を推定する請求項１８記載の方法。
【請求項２１】
　前記ワイヤレス通信装置が、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受
信の品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質
を推定することをさらに含み、
　前記第１の電力セーブモードから出すことは、前記推定した信号受信の品質に基づいて
いる請求項１２記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れることは
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすることを含み、前記第１の電力セーブ
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モードから出すことは前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることを含む請
求項１２記載の方法。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための装置において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている、前記装置の
第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れるという表示を他
の装置に提供する手段と、
　前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れると
いう表示を前記他の装置に提供した後、前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の
時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第１の電力セーブ
モードに入れる手段と、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、前記他の装
置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインターフェースを使用するという
表示を前記他の装置に提供するために前記他の装置と通信する手段と、
　前記他の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第
１の電力セーブモードから出す手段とを具備し、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供する装置。
【請求項２４】
　前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前記第２のワ
イヤレスインターフェースは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられ
ている請求項２３記載の装置。
【請求項２５】
　信号受信の品質の潜在的な改善の表示を受信するために、前記第２のワイヤレスインタ
ーフェースを使用する手段をさらに具備する請求項２３記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のワイヤレスインターフェースが前記第１の電力セーブモードにある間、電力
をセーブするために、前記第２のワイヤレスインターフェースを周期的に第２の電力セー
ブモードに入れる手段をさらに具備する請求項２３記載の装置。
【請求項２７】
　前記他の装置との、インバンド通信とアウトバンド通信とのうちのいずれか１つをサポ
ートする手段をさらに具備する請求項２３記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づいて、前記第
１の電力セーブモードに入れる請求項２３記載の装置。
【請求項２９】
　前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づいて、前記第
１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質を推定する手段をさらに
具備する請求項２８記載の装置。
【請求項３０】
　前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質の変化を決定す
ることによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質
を推定する請求項２９記載の装置。
【請求項３１】
　前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準信号を前記他の装置と交換するこ
とによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質を推
定する請求項２９記載の装置。
【請求項３２】
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　前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づいて、前記第
１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質を推定する手段をさらに具備
し、
　前記第１の電力セーブモードから出す手段は、前記推定した信号受信の品質に基づいて
、前記第１の電力セーブモードから出す請求項２３記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れる手段は
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにする手段を備え、前記第１の電力セーブ
モードから出す手段は前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにする手段を備える
請求項２３記載の装置。
【請求項３４】
　通信装置のための機械読み取り可能記憶媒体において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている、前記通信装
置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れるという表示
を他の装置に提供するための機械により実行可能な命令と、
　前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れると
いう表示を前記他の装置に提供した後、前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の
時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第１の電力セーブ
モードに入れるための機械により実行可能な命令と、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、前記他の装
置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインターフェースを使用するという
表示を前記他の装置に提供するために前記他の装置と通信するための前記機械により実行
可能な命令と、
　前記他の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを、前記第
１の電力セーブモードから出すための前記機械により実行可能な命令とでエンコードされ
、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供する通信装置のための機械読み取り可能記憶媒体。
【請求項３５】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れることは
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすることを含み、前記第１の電力セーブ
モードから出すことは前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることを含む請
求項３４記載の通信装置のための機械読み取り可能記憶媒体。
【請求項３６】
　アクセスポイントにおいて、
　１つ以上のアンテナと、
　前記１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通して、第１のカバレッジエリア内
での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤレスインターフェースと、
　前記１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通して、前記第１のカバレッジエリ
アよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている
第２のワイヤレスインターフェースと、
　前記第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れるという表
示をワイヤレスノードに提供するようにと、
　前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れると
いう表示を前記ワイヤレスノードに提供した後、前記第１のワイヤレスインターフェース
の休止の時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力
セーブモードに入れるようにと、
　前記第２のワイヤレスインターフェースを使用して、前記ワイヤレスノードからデータ
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を受信するために前記第１のワイヤレスインターフェースを使用するという表示を前記ワ
イヤレスノードに提供するために前記ワイヤレスノードと通信するようにと、
　前記ワイヤレスノードとの通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを
、前記第１の電力セーブモードから出すように構成されている処理システムとを具備し、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供するアクセスポイント。
【請求項３７】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れることは
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすることを含み、前記第１の電力セーブ
モードから出すことは前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることを含む請
求項３６記載のアクセスポイント。
【請求項３８】
　局において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースと、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースと、
　ユーザインターフェースと、
　前記第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れるという表
示をワイヤレスノードに提供するようにと、
　前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れると
いう表示を前記ワイヤレスノードに提供した後、前記第１のワイヤレスインターフェース
の休止の時間期間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力
セーブモードに入れるようにと、
　前記ユーザインターフェースからの入力に基づいて、前記第２のワイヤレスインターフ
ェースを使用して、前記ワイヤレスノードからデータを受信するために前記第１のワイヤ
レスインターフェースを使用するという表示を前記ワイヤレスノードに提供するために前
記ワイヤレスノードと通信するようにと、
　前記ワイヤレスノードとの通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを
、前記第１の電力セーブモードから出すように構成されている処理システムとを具備し、
　前記第１のまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用
して、前記装置の第１のワイヤレスインターフェースを、第１の電力セーブモードに入れ
るという表示を提供する局。
【請求項３９】
　前記第１のワイヤレスインターフェースを前記第１の電力セーブモードに入れることは
前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすることを含み、前記第１の電力セーブ
モードから出すことは前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることを含む請
求項３８記載の局。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　３５ Ｕ．Ｓ．Ｃ．１１９条にしたがって、本願は、２００９年６月２６日に出願され
た、米国仮出願シリアル番号第６１／２２０，８００号の利益を主張する。この出願の内
容は、参照によりここにすべて組み込まれている。
【背景】
【０００２】
　分野
　以下の記述は、一般的に、通信システムに関する。さらに詳細には、電力管理に関する
。
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【０００３】
　背景
　６０ＧＨｚデバイス、特にハンドセットのような高周波数（ＨＦ）ワイヤレスシステム
の主な応用のうちの１つは、非常に大きいファイルの迅速な転送である。このような通信
シナリオにおけるトラフィックは、短いが大量のバーストで送信される。送信の間、デー
タ休止の期間は大抵長く、この間、ハンドセット上のＨＦ無線機は、スリープ／電力セー
ブモードに入るかもしれない。
【０００４】
　従来の電力セーブモードインプリメンテーションでは、ＨＦ無線機は、何らかの到来デ
ータを見逃さないようにビーコンを聞くために、短い時間期間の間、周期的に起動する。
高いバーストトラフィックでは、休止の時間期間の間のこれらの周期的な起動に費やされ
るエネルギーが、消費される総エネルギーの大部分を占める可能性がある。
【０００５】
　加えて、ＨＦチャネルにおけるより高いパス損失により、デバイスは、長期間の間、（
例えば、シャドーイングによる）信号損失を受けることがある。この間、ＨＦリンクを通
してのアクセスポイント（ＡＰ）への接続が失われることがある。信号の利用可能性を監
視するために周期的に起動することは、大量のエネルギーを消費させる可能性がある。
【０００６】
　したがって、ＨＦワイヤレスシステムにおける電力管理を改善する必要がある。
【概要】
【０００７】
　開示の態様では、ワイヤレス通信のための装置は、処理システムを備えている。処理シ
ステムは、第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１
のワイヤレスインターフェースをオフにするように構成されている。処理システムは、第
１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポートするよ
うに構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、第２の装置と通信す
るようにさらに構成されている。処理システムは、第２の装置との通信に基づいて、第１
のワイヤレスインターフェースをオンにするようにさらに構成されている。
【０００８】
　開示の態様では、ワイヤレス通信のための方法を提供する。この方法では、第１のカバ
レッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤレスインター
フェースをオフにする。第２のワイヤレスインターフェースを使用して、装置と通信する
。第２のワイヤレスインターフェースは、第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカ
バレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている。第１のワイヤレスイン
ターフェースを、第２の装置との通信に基づいてオンにする。
【０００９】
　開示の態様では、アクセスポイントは、１つ以上のアンテナと、第１のワイヤレスイン
ターフェースと、第２のワイヤレスインターフェースと、処理システムとを備えている。
第１のワイヤレスインターフェースは、１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通
して第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている。第２のワ
イヤレスインターフェースは、１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通して、第
２のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている。第２のカバレッ
ジエリアは、第１のカバレッジエリアよりも大きい。処理システムは、第１のワイヤレス
インターフェースをオフにするように構成されている。処理システムは、第２のワイヤレ
スインターフェースを使用して、第２の装置と通信するようにさらに構成されている。処
理システムは、第２の装置との通信に基づいて、第１のワイヤレスインターフェースをオ
ンにするようにさらに構成されている。
【００１０】
　開示の態様では、局は、第１のワイヤレスインターフェースと、第２のワイヤレスイン
ターフェースと、ユーザインターフェースと、処理システムとを備えている。第１のワイ
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ヤレスインターフェースは、第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構
成されている。第２のワイヤレスインターフェースは、第１のカバレッジエリアよりも大
きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている。処理シス
テムは、第１のワイヤレスインターフェースをオフにするように構成されている。処理シ
ステムは、第２のワイヤレスインターフェースを使用して第２の装置と通信するようにさ
らに構成されている。通信は、ユーザインターフェースからの入力に基づいている。処理
システムは、第２の装置との通信に基づいて、第１のワイヤレスインターフェースをオン
にするようにさらに構成されている。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、例示的な装置のハードウェア構成を図示している概念的なブロックダイ
アグラムである。
【図２】図２は、トラフィックアクティビティに基づいて、長期電力セービングモードに
入ったり出たりするためのフローチャートである。
【図３】図３は、受信した信号強度に基づいて、長期電力セービングモードに入ったり出
たりするためのフローチャートである。
【図４Ａ】図４Ａは、通信している２つの装置の概念的なダイアグラムである。
【図４Ｂ】図４Ｂは、通信している２つの装置の別の概念的なダイアグラムである。
【図５】図５は、例示的な装置の機能性を図示している概念的なブロックダイアグラムで
ある。
【詳細な説明】
【００１２】
　以下で、添付図面を参照して、新規なシステム、装置、および方法のさまざまな態様を
より完全に記述する。しかしながら、教示している開示は、多くの異なる形態で具現化し
てもよく、本開示全体を通して提示した任意の特定の構成または機能に限定されるものと
して解釈すべきではない。むしろ、本開示が十分で完全となり、開示の範囲を当業者に完
全に伝えるように、これらの態様を提供している。発明の他の何らかの態様とは無関係に
実現しようとなかろうと、または、発明の他の何らかの態様と組み合わせて実現しようと
しなかろうと、開示の範囲が、ここで開示した、新規なシステム、装置、および方法の任
意の態様をカバーすることを意図していることを、ここでの教示に基づいて当業者は正し
く認識すべきである。例えば、ここで述べた任意の数の態様を使用して、装置を実現して
もよく、または、方法を実施してもよい。加えて、ここで述べた発明のさまざまな態様に
加えた、または、ここで述べた発明のさまざまな態様以外の、他の構成、機能性、または
、構成および機能性を使用して実施するこのような装置または方法をカバーすることを、
発明の範囲は意図している。ここで開示した任意の態様は、請求項の１つ以上の要素によ
って具現化してもよいことを理解すべきである。
【００１３】
　本発明のさまざまな態様を組み込むのに適した装置の例は、アクセスポイント（ＡＰ）
と、ワイヤレスネットワーク中で動作できる局（ＳＴＡ）とを含むが、これらに限定され
ない。ワイヤレスネットワークは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）のような任意の適
したワイヤレス技術をサポートする複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）技術を用いて、ＡＰと
ＳＴＡとをサポートするように構成してもよい。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ８０２．
１１または他の何らかのエアインターフェース標準規格を実現してもよい。他の適したワ
イヤレス技術は、例として、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、または他の何らかの適したワイヤレス技術、または適したワイヤレス技術の任意の
ものを組み合わせたものを含む。ＣＤＭＡシステムは、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、Ｉ
Ｓ－８５６、ワイドバンド－ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ(登録商標)）、または他の何らかの適
したエアインターフェース標準規格を実現してもよい。ＴＤＭＡシステムは、グローバル
システムフォーモバイル通信（ＧＳＭ）（登録商標）または他の何らかの適したエアイン
ターフェース標準規格を実現してもよい。当業者が容易に正しく認識するように、本開示
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のさまざまな態様は、任意の特定のワイヤレス技術および／またはエアインターフェース
標準規格に限定されない。本開示全体を通して提示したさまざまな概念は、ウルトラワイ
ドバンド（ＵＷＢ）のような短距離無線技術、または、ブルートゥース（登録商標）のよ
うな他の何らかの短距離エアインターフェース標準規格にも拡張してもよい。任意の特定
のネットワークに用いる実際のワイヤレス技術およびエアインターフェース標準規格は、
システムに課せられている、特定のアプリケーションおよび設計制約全体に依存するだろ
う。本開示全体を通して提示したさまざまな概念は、他のワイヤレス技術および／または
エアインターフェース標準規格を用いるワイヤレスネットワークに等しく適用可能である
。
【００１４】
　ワイヤレスネットワークは、ＳＴＡに対するカバレッジを提供する地理領域全体に分散
されている任意の数のＡＰをサポートしてもよい。ＡＰは、一般的に、カバレッジの地理
的領域中のＳＴＡにバックホールサービスを提供する固定端末である。しかしながら、い
くつかの応用において、ＡＰは、移動体であってもよい。固定または移動体であり得るＳ
ＴＡは、ＡＰのバックホールサービスを利用する、または、他のＳＴＡとのピアツーピア
通信に携わる。ＳＴＡの例は、移動体電話機、ラップトップコンピュータ、パーソナルデ
ジタルアシスタント（ＰＤＡ）、移動体デジタルオーディオプレイヤー、移動体ゲームコ
ンソール、デジタルカメラ、デジタルカムコーダ、移動体オーディオデバイス、移動体ビ
デオデバイス、移動体マルチメディアデバイス、またはワイヤレス通信をサポートするこ
とができる他の何らかの適したデバイスを含む。
【００１５】
　当業者によって、ＡＰまたはＳＴＡは、異なる術語で言及されることがある。例として
、ＡＰは、基地局、基地トランシーバ局、ワイヤレスデバイス、端末、ノードと呼ばれる
ことがあり、または、他の何らかの適した専門用語で呼ばれることがある。同様に、ＳＴ
Ａは、ユーザ端末、移動局、加入者局、ワイヤレスデバイス、端末、アクセス端末、ノー
ドと呼ばれることがあり、または、他の何らかの適した専門用語で呼ばれることがある。
本開示全体を通して記述したさまざまな概念は、これらの特定の術語にもかかわらず、す
べての適した装置に適用することを意図している。
【００１６】
　これから、図１を参照して装置のさまざまな態様を提示する。図１は、装置のハードウ
ェア構成を図示している概念的なブロックダイアグラムである。装置１００は、処理シス
テム１０２と、第１のワイヤレスインターフェース１０４と、第２のワイヤレスインター
フェース１０６とを備えている。
【００１７】
　１つの構成では、第１のワイヤレスインターフェース１０４は、より高い周波数通信を
サポートするためのＨＦ無線機を備えており、第２のワイヤレスインターフェース１０６
は、より低い周波数通信をサポートするためのより低い周波数（ＬＦ）無線機を備えてい
る。ＬＦ無線機は、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１（例えば、２．４ＧＨｚ帯域または５
ＧＨｚ帯域におけるＷｉＦｉ（登録商標）システム）、ブルートゥース、セルラシステム
、または他の何らかの適したエアインターフェースプロトコルをサポートしてもよい。Ｈ
Ｆ無線機は、ＩＥＥＥ８０２．１ｌａｄ（極度に高いスループット）をサポートするため
に、６０ＧＨｚＨＦ無線機であってもよい。１つの構成では、より頻繁であるが、より広
いカバレッジ／範囲を持つ、より低いスループット通信に対してはＬＦ無線機を使用する
が、時折の、より短い距離を持つ、非常に高いスループットのファイル転送に対してはＨ
Ｆ無線機を使用する。
【００１８】
　それぞれのワイヤレスインターフェース１０４、１０６は、ワイヤレス信号を変調し、
他の無線周波数（ＲＦ）フロントエンド処理を実行することによって、物理レイヤを実現
するようにも構成してもよい。代替的に、物理レイヤ処理機能は、処理システム１０２に
よって実行してもよい。
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【００１９】
　第１および第２のワイヤレスインターフェース１０４、１０６を、別個のエンティティ
として示している。しかしながら、当業者は、第１および第２のワイヤレスインターフェ
ース１０４、１０６を単一のエンティティの中に組み込んでもよいことを容易に正しく認
識するであろう。代替的に、第１および第２のワイヤレスインターフェース１０４、１０
６、または、これらの任意の部分は、処理システム１０２の中に組み込んでもよく、ある
いは、装置１００内の複数のエンティティにわたって分散させてもよい。
【００２０】
　処理システム１０２は、１つ以上のプロセッサで実現してもよい。１つ以上のプロセッ
サは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロ制御装置、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデ
バイス（ＰＬＤ）、制御装置、状態機械、ゲート論理、ディスクリートハードウェアコン
ポーネント、あるいは、情報の計算または情報の他の操作を実行することができる他の何
らかの適したエンティティのうちの任意のものを組み合わせたもので実現してもよい。
【００２１】
　処理システム１０２は、ソフトウェアを記憶するための機械読み取り可能媒体も含んで
いてもよい。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウ
ェア記述言語と呼ばれようと呼ばれなかろうと、またはその他のもので呼ばれようと呼ば
れなかろうと、ソフトウェアは、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈すべきである
。命令は、（例えば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可
能なコードフォーマット、または他の何らかの適した、コードのフォーマット）のコード
を含んでいてもよい。命令は、１つ以上のプロセッサによって実行されるときに、以下で
記述したさまざまな機能とともに、他のプロトコル処理機能（例えば、データリンクレイ
ヤ処理）を処理システム１０２に実行させる。
【００２２】
　機械読み取り可能媒体は、プロセッサのうちの１つ以上のものに組み込まれている記憶
装置を備えていてもよい。機械読み取り可能媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、フラッシュメモリ、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルリードオンリー
メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能なＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、レジスタ、ハードディスク、
リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、または他の何らかの適した記憶デバイスの
ような、１つ以上のプロセッサの外部の記憶装置も含んでいてもよい。加えて、機械読み
取り可能媒体は、伝送回線、または、データ信号をエンコードする搬送波を含んでいても
よい。処理システムの記述した機能性をどのように実現するのが最良であるかを、当業者
は認識するだろう。
【００２３】
　装置の１つの構成では、ＬＦ無線機（すなわち、第２のワイヤレスインターフェース１
０６）を使用して、ＨＦ無線機（すなわち、第１のワイヤレスインターフェース）に対す
る到来トラフィックが存在するか否かを第２の装置に報知してもよい。より詳細には、Ｈ
Ｆ無線機が電力セーブモードにある間、ＨＦ無線機は、完全にオフにされてもよく、また
は、ＬＦ無線機によって実行できない管理タスクを実行するために、ほんの時折、起動さ
せてもよい。いったん、ＨＦ無線機を通して宛先の装置に転送するデータを発信元の装置
が持つと、発信元の装置は、そのＨＦ無線機をオンにするようにＬＦ無線機を通して宛先
の装置に通知して、フレームタイミングや、ＨＦチャネルや、スケジューリング情報のよ
うなＨＦブートストラップ情報を提供する。
【００２４】
　類似したメカニズムでは、長期間の間、デュアルバンド装置（例えば、ＳＴＡ）が、非
常に低いＨＦ信号強度を受けた場合、デュアルバンド装置は、そのＨＦ無線機を完全にオ
フにして、ＬＦ無線機を通してのすべての通信を実行してもよい。いったん、装置が、第
２の装置（例えば、ＡＰ）のＨＦ無線機の範囲内に存在すると、ＨＦ無線機のチャネル品
質を推定するために、そして、起動するようにＨＦ無線機に報知するために、装置はＬＦ
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無線機を使用してもよい。
【００２５】
　ＳＴＡのＨＦ無線機に対して、２つの電力セーブモード：（１）短期電力セーブ（ＳＴ
ＰＳ）モードと、（２）長期電力セーブ（ＬＴＰＳ）モードとを規定してもよい。ＳＴＰ
Ｓモードの間、ＳＴＡは、ＨＦビーコンを聞くために、そして、ＡＰとのその同期を維持
するために、そのＨＦ無線機を周期的にオンにする。ＳＴＡおよびＡＰの両方が、互換性
のあるＬＦ無線機とＨＦ無線機とを持っているときには、ＬＴＰＳモードを使用してもよ
い。ＬＴＰＳモードの間、ＨＦ無線機はオフにされる。オプション的に、ＳＴＡは、ＡＰ
との、その同期および／またはその関係を失う。
【００２６】
　ＡＰとＳＴＡとの間で、ＬＴＰＳモードのサポートがネゴシエートされ、（例えば、能
力ＩＥにおける）マネジメントフレームの間にアナウンスされる。ＨＦ無線機がＬＴＰＳ
モードにある時間の間、対応するリンクアクティビティに依存して、ＬＦ無線機は、ＳＴ
ＰＳモードに入ったり出たりしてもよい。
【００２７】
　ＨＦ無線機の電力管理に関する、ＬＦ無線機間の通信は、（例えば、ＭＡＣヘッダ中の
フィールドを使用している）インバンドであっても、または（例えば、明示的メッセージ
を使用している）アウトバンドであってもよい。インバンド通信の利点は、インバンド通
信は低いオーバーヘッドを有することである。アウトバンド通信の利点は、レガシーデバ
イスのソフトウェアのアップグレードの際に、メッセージをデコードできることである。
【００２８】
　ＳＴＡは、トラフィックアクティビティおよび／または信号強度に基づいて、ＬＴＰＳ
モードに入っても、または、出てもよい。図２は、トラフィックアクティビティに基づい
て、ＬＴＰＳモードに入ったり出たりするためのフローチャートである。図３は、受信し
た信号強度に基づいて、ＬＴＰＳモードに入ったり出たりするためのフローチャートであ
る。
【００２９】
　第１の構成では、短い休止の時間の間、ＳＴＡのＨＦ無線機が、ＳＴＰＳモードに入っ
てもよい（２００）。いったん、ＳＴＡがＳＴＰＳモードに入ると、ＬＴＰＳモードに入
るためのカウントダウンで、（インプリメンテーション依存であり得る）待機時間が始ま
る。このカウントダウン期間の間に到来トラフィックが検出されなかった場合、ＨＦ無線
機は、ＬＴＰＳモードに入り、オフにされる（２０２）。ＨＦ無線機を通して送信される
大量の送出データをＳＴＡが持っている場合、ＳＴＡは、そのＨＦ無線機をオンにし、こ
れにより、ＬＴＰＳモードを出るだろう（２０４）。ＨＦ無線機を通して受信することに
なる大量の到来データをＳＴＡが持っている場合、発信元のＳＴＡは、トラフィックにつ
いての情報をＭＡＣデータユニット中に挿入し、ＬＦ無線機を通して、トラフィックにつ
いての情報を、（ＬＴＰＳモードにある）受信ＳＴＡに送る。いったん、ＳＴＡが、到来
リンクについての情報をデコードすると、到来トラフィックを受信する準備を行うために
、ＳＴＡは、ＨＦ無線機をオンにする（２０６）。ＳＴＡが同期されていない場合、ＳＴ
Ａは、同期化ビーコンを聞くことによって、ＨＦネットワークと同期する。
【００３０】
　第２の構成では、ビーコンメッセージをデコードするのに必要とされるよりも、受信し
た信号強度が低い場合、ＳＴＡのＨＦ無線機は、ＳＴＰＳモードに入ってもよい（３００
）。いったん、ＳＴＡがＳＴＰＳモードに入ると、（インプリメンテーション依存であり
得る）待機時間が開始し、スリープモードに入るためにカウンドダウンする。このカウン
トダウン期間の間、ビーコンをデコードするのに必要な最小値に、受信した信号強度が到
達しなかった場合、ＨＦ無線機は、ＬＴＰＳモードに入り、オフにされる（３０２）。Ｈ
Ｆ無線機がＬＴＰＳモードにある間、ＳＴＡは、ＬＦ無線機を通して、ＨＦチャネルの予
期される信号強度を周期的に推定する（３０４）。ＬＦパス損失を測定し、パス損失の式
を使用して、推定したパス損失を予測されるＨＦパス損失に変換することによって、およ
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び、周波数や、アンテナ利得や、方向等のような、ＬＦリンクとＨＦリンクとの間の相違
点を考慮することとによって、信号強度を推定することを実行することができる。推定し
たＨＦ信号強度が、ＨＦビーコンをデコードするのに十分になるか否かを、しきい値を使
用して決める。これらの推定値は、近似であるので、ＨＦ通信の機会を逃さないように、
マージンを、推定した信号強度に加算してもよい。可能であるならば、ＨＦチャネル状態
をよりよく推定するために、類似した送信モードを通して、例えば、類似したアンテナパ
ターンを使用して送信することになるいくつかのパイロットを、２つのＬＦ無線機がアレ
ンジする。推定したＨＦ信号強度がしきい値に到達した場合、ネットワークとの通信の準
備を行うために、ＳＴＡはＨＦ無線機をオンにする（３０６）。ＳＴＡが同期されていな
い場合、ＳＴＡは、同期化ビーコンを聞くことによって、ＨＦネットワークと同期する。
【００３１】
　トラフィックと信号強度との両方のものに基づいて、電力管理モードを制御するために
、上記の２つのプロトコルを組み合わせたものを使用してもよい。１つの構成では、ＨＦ
無線機をオフにする手段と、ＬＦ無線機を使用して第２の装置と通信する手段と、通信に
基づいてＨＦ無線機をオンにする手段が、処理システム１０２である。
【００３２】
　図４Ａおよび図４Ｂは、通信している２つの装置４００、４０３の概念的なダイアグラ
ムである。図４Ａ中に図示されているように、装置４００、４０３は、装置４００の第１
のワイヤレスインターフェース１０４の範囲４０１内に存在している。図４Ｂ中に図示さ
れているように、装置４０３は、装置４００の第１のワイヤレスインターフェース１０４
の範囲４０１外に存在しているが、装置４００、４０３は、装置４００の第２のワイヤレ
スインターフェース１０６の範囲４０２内に存在している。先に説明したように、第１の
ワイヤレスインターフェース１０４は、ＨＦ無線機を通しての、より短い距離のＨＦ通信
をサポートしてもよく、第２のワイヤレスインターフェース１０６は、ＬＦ無線機を通し
ての、より長い距離のＬＦ通信をサポートしてもよい。１つの構成では、装置４００が、
ＨＦ無線機をオフにし、ＬＦ無線機を使用して、装置４０３と通信し、通信に基づいてＨ
Ｆ無線機をオンにする。装置４００は、ＨＦ無線機の休止の時間期間により、ＨＦ無線機
をオフにしてもよい。代替的に、または、加えて、図２Ｂ中に図示されているように、装
置４００が装置４０３のＨＦ範囲４０１の外に存在していることを示す、低い信号強度ま
たは信号品質により、装置４００はＨＦ無線機をオフにしてもよい。
【００３３】
　装置４００が、装置４０３からの信号品質に基づいてＨＦ無線機をオフにするときに、
装置４００は、ＬＦ無線機を通しての信号品質に基づいて、ＨＦ無線機を通しての潜在的
な信号品質を推定してもよい。装置４００は、ＬＦ無線機を通しての品質の変化を決定す
ることによって信号品質を推定してもよい。代替的に、装置２００は、ＬＦ無線機を通し
て基準信号を装置４００と交換することによって、信号品質を推定してもよい。いったん
、ＨＦ無線機を通しての信号品質が十分であるだろうと装置４００が決定すると、ＨＦ無
線機を通して受信することになるデータが存在する場合、装置４００は、ＨＦ無線機をオ
ンにしてもよい。
【００３４】
　装置４００は、装置４００のＨＦ無線機がいつオフにされるかを装置４０３に報知する
ように構成されている。装置４００は、ＨＦ無線機またはＬＦ無線機のいずれかを通して
装置４０３に報知してもよい。通信のためにＨＦ無線機を使用すべきであると装置４００
が決定したとき、装置４００は、ＨＦ無線機をオンにし、装置４０３からのデータを受信
するために装置４００のＨＦ無線機を使用することになることを装置４０３に報知しても
よい。装置４００のＬＦ無線機を通しての装置４０３との通信は、ＨＦ無線機を通しての
信号品質の潜在的な改善を装置４００に対して示してもよく、このことは、ＨＦ無線機を
オンにするように装置４００を仕向けて、ＨＦ無線機を通しての通信を要求するかもしれ
ない。
【００３５】
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　ＨＦ無線機がＬＴＰＳモードにある間、ＨＦ無線機がオフにされている間に電力をセー
ブするために、ＬＦ無線機を周期的にオフにすることによって、装置４００は、ＬＦ無線
機をＳＴＰＳモードにしてもよい。
【００３６】
　図５は、例示的な装置の機能性を図示している概念的なブロックダイアグラムである。
装置は、第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１の
ワイヤレスインターフェースをオフにするモジュール５０２と、第１のカバレッジエリア
中での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤレスインターフェースを使
用して、または、第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通
信をサポートするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、
第２の装置と通信するモジュール５０４と、第２の装置との通信に基づいて、第１のワイ
ヤレスインターフェースをオンにするモジュール５０６とを備えている。
【００３７】
　先の説明は、当業者が開示の全範囲を完全に理解できるように提供されている。ここで
開示したさまざまな構成に対する改良は、当業者に容易に明らかになるであろう。したが
って、特許請求の範囲は、ここで記述した開示のさまざまな態様に限定されることを意図
しているものではなく、特許請求の範囲の文言と矛盾しない全範囲に一致させるべきであ
る。要素への単数での参照は、単数であると特に述べられていない限り、「１つおよび１
つのみ」を意味することを意図しているのではなく、むしろ「１つ以上の」を意味するこ
とを意図している。特に述べられていない限り、「いくつかの」という用語は、１つ以上
のことを意味する。当業者に知られ、または後に知られることになる本開示全体に記述さ
れているさまざまな態様の要素のすべての構成的および機能的な均等物は、ここで参照に
より明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって含まれることとを意図している。さらに
、ここで開示したものが、特許請求の範囲中に明示的に列挙されているか否かにかかわら
ず、公共に捧げられることを意図していない。どの請求項の要素も、要素が「する手段」
というフレーズを用いて明示的に列挙されない限り、または方法の請求項のケースでは、
要素が「するステップ」というフレーズを用いて列挙されない限り、３５ Ｕ．Ｓ．Ｃ．
１１２条第６パラグラフの規定のもとで解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］ワイヤレス通信のための装置において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースをオフにするようにと、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、第２の装置
と通信するようにと、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
するように構成されている処理システムを具備する装置。
　　［２］前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前記
第２のワイヤレスは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられている［
１］記載の装置。
　　［３］前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の時間期
間に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするようにさらに構成さ
れている［１］記載の装置。
　　［４］前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにすると
いう表示を前記第２の装置に提供するようにさらに構成され、
　前記処理システムは、前記表示を提供するために、前記第１のワイヤレスインターフェ
ースまたは前記第２のワイヤレスインターフェースのうちのいずれか１つを使用するよう
にさらに構成されている［１］記載の装置。
　　［５］前記処理システムは、前記第２の装置からデータを受信するために前記第１の
ワイヤレスインターフェースを使用するという表示を前記第２の装置に提供するために、
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または、信号受信の品質の潜在的な改善の表示を受信するために、前記第２のワイヤレス
インターフェースを使用するようにさらに構成されている［１］記載の装置。
　　［６］前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースがオフにされて
いる間、電力をセーブするために、前記第２のワイヤレスインターフェースを周期的にオ
フにするようにさらに構成されている［１］記載の装置。
　　［７］前記処理システムは、前記第２の装置との、インバンド通信とアウトバンド通
信とのうちのいずれか１つをサポートするようにさらに構成されている［１］記載の装置
。
　　［８］前記処理システムは、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号
受信の品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするようにさら
に構成されている［１］記載の装置。
　　［９］前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号
受信の品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信
の品質を推定するようにさらに構成されている［８］記載の装置。
　　［１０］前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前
記信号受信の品質の変化を決定することによって、前記第１のワイヤレスインターフェー
スを通しての前記信号受信の品質を推定するようにさらに構成されている［９］記載の装
置。
　　［１１］前記処理システムは、前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準
信号を前記第２の装置と交換することによって、前記第１のワイヤレスインターフェース
を通しての前記信号受信の品質を推定するようにさらに構成されている［９］記載の装置
。
　　［１２］前記処理システムは、
　前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信に基づいて、前記第１のワ
イヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質を推定するようにと、
　前記推定した信号受信の品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオ
ンにするように構成されている［１］記載の装置。
　　［１３］ワイヤレス通信のための方法において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースをオフにすることと、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、装置と通信
することと、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
することとを含む方法。
　　［１４］前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前
記第２のワイヤレスは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられている
［１３］記載の方法。
　　［１５］前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の時間期間に基づいて、前記
第１のワイヤレスインターフェースをオフにする［１３］記載の方法。
　　［１６］前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするという表示を前記装置
に提供することをさらに含み、
　前記第１のワイヤレスインターフェースまたは前記第２のワイヤレスインターフェース
のうちのいずれか１つを使用して、前記表示を提供する［１３］記載の方法。
　　［１７］前記装置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインターフェー
スを使用するという表示を前記装置に提供するために、または、信号受信の品質の潜在的
な改善の表示を受信するために、前記第２のワイヤレスインターフェースを使用すること
をさらに含む［１３］記載の方法。
　　［１８］前記第１のワイヤレスインターフェースがオフにされている間、電力をセー
ブするために、前記第２のワイヤレスインターフェースを周期的にオフにすることをさら
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に含む［１３］記載の方法。
　　［１９］前記装置との、インバンド通信とアウトバンド通信とのうちのいずれか１つ
をサポートすることをさらに含む［１３］記載の方法。
　　［２０］前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づい
て、前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにする［１３］記載の方法。
　　［２１］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づい
て、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質を推定するこ
とをさらに含む［２０］記載の方法。
　　［２２］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質の変
化を決定することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号
受信の品質を推定する［２１］記載の方法。
　　［２３］前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準信号を前記第２の装置
と交換することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受
信の品質を推定する［２１］記載の方法。
　　［２４］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信に基づいて、前
記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質を推定することをさらに
含み、
　前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにすることは、前記推定した信号受信の
品質に基づいている［１３］記載の方法。
　　［２５］ワイヤレス通信のための装置において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースをオフにする手段と、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、第２の装置
と通信する手段と、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
する手段とを具備する装置。
　　［２６］前記第１のワイヤレスインターフェースは第１の周波数に関係付けられ、前
記第２のワイヤレスは、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数に関係付けられている
［２５］記載の装置。
　　［２７］前記第１のワイヤレスインターフェースの休止の時間期間に基づいて、前記
第１のワイヤレスインターフェースをオフにする［２５］記載の装置。
　　［２８］前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするという表示を前記装置
に提供する手段をさらに具備し、
　前記第１のワイヤレスインターフェースまたは前記第２のワイヤレスインターフェース
のうちのいずれか１つを使用して、前記表示を提供する［２５］記載の装置。
　　［２９］前記装置からデータを受信するために前記第１のワイヤレスインターフェー
スを使用するという表示を前記装置に提供するために、または、信号受信の品質の潜在的
な改善の表示を受信するために、前記第２のワイヤレスインターフェースを使用する手段
をさらに具備する［２５］記載の装置。
　　［３０］前記第１のワイヤレスインターフェースがオフにされている間、電力をセー
ブするために、前記第２のワイヤレスインターフェースを周期的にオフにする手段をさら
に具備する［２５］記載の装置。
　　［３１］前記装置との、インバンド通信とアウトバンド通信とのうちのいずれか１つ
をサポートする手段をさらに具備する［２５］記載の装置。
　　［３２］前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づい
て、前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにする［２５］記載の装置。
　　［３３］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質に基づい
て、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質を推定する手
段をさらに具備する［３２］記載の装置。
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　　［３４］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受信の品質の変
化を決定することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号
受信の品質を推定する［３３］記載の装置。
　　［３５］前記第２のワイヤレスインターフェースを通して基準信号を前記第２の装置
と交換することによって、前記第１のワイヤレスインターフェースを通しての前記信号受
信の品質を推定する［３３］記載の装置。
　　［３６］前記第２のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信に基づいて、前
記第１のワイヤレスインターフェースを通しての信号受信の品質を推定する手段をさらに
具備し、
　前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにする手段は、前記推定した信号受信の
品質に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンにする［２５］記載の装
置。
　　［３７］通信のためのコンピュータプログラムプロダクトにおいて、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースをオフにするために実行可能な命令と、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースを使用して、第２の装置
と通信するために実行可能な命令と、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
するために実行可能な命令とを含む機械読み取り可能媒体を具備するコンピュータプログ
ラムプロダクト。
　　［３８］アクセスポイントにおいて、
　１つ以上のアンテナと、
　前記１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通して、第１のカバレッジエリア内
での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤレスインターフェースと、
　前記１つ以上のアンテナのうちの少なくとも１つを通して、前記第１のカバレッジエリ
アよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている
第２のワイヤレスインターフェースと、
　前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするようにと、
　前記第２のワイヤレスインターフェースを使用して、第２の装置と通信するようにと、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
するように構成されている処理システムとを具備するアクセスポイント。
　　［３９］局において、
　第１のカバレッジエリア内での通信をサポートするように構成されている第１のワイヤ
レスインターフェースと、
　前記第１のカバレッジエリアよりも大きい第２のカバレッジエリア内での通信をサポー
トするように構成されている第２のワイヤレスインターフェースと、
　ユーザインターフェースと、
　前記第１のワイヤレスインターフェースをオフにするようにと、
　前記ユーザインターフェースからの入力に基づいて、前記第２のワイヤレスインターフ
ェースを使用して第２の装置と通信するようにと、
　前記第２の装置との通信に基づいて、前記第１のワイヤレスインターフェースをオンに
するように構成されている処理システムとを具備する局。
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